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日本黎明の時代 北部九州沿岸を根拠地とし、航海術に秀で、日本と大陸・朝鮮半島の交流の役割を果たした「海人」の集団

「安曇族」。 「滋賀県高島市安曇川」や「長野県松本市 安曇野」「福岡市志賀島」など この「安曇族」が日本各地に展開

したと考えられている関連地の人たちが連携して交流しようとする「安曇ネットワーク」が結成され、地域交流活動が行われ

ている。 

 このネッツトワークの推進にかかわっている仲間から  

「この安曇族の交易・歩いた道を知るうえで「朝鮮半島の鉄」の理解が重要と思うので、一度話を聞かせてほしい」  

 との話があり、滋賀県高島市安曇川の「安曇あずみの会」の勉強会でプレゼンの機会をいただきました。 

 

北近江 高島は鉄と関連の深い継体天皇の故郷であり、また、大陸・朝鮮半島と大和とを結ぶ交流路の日本海側の窓口として

初期大和王権と連動した前方後円墳がいち早く築かれた「若狭」と一体の地、朝鮮半島の鉄素材の流入路としても重要な地で

あり、また、この近江は数多くの渡来人が住み、製鉄技術初め、数々の渡来技術がみあきあげられた地でもあり、私の言う「和

鉄の道」の重要点。 いまだに謎が解けぬ 製鉄技術伝来の謎がこの若狭・近江の痕跡から解けないものかとも考えていた矢

先で、「『和鉄の道・Iron Road』から見た日本誕生前夜の北近江・若狭 -大陸・朝鮮半島の玄関口として 北近江・若狭が輝

いた古代」と題して 12月1日 午後 滋賀県高島市 安曇川で鉄にかかわった北近江・若狭に残る製鉄関連遺跡と関連地に

ついて紹介させてもらった。 

本資料は 安曇あずみの会でのプレゼンスライドなどを再整理して集めたものです。 

 

3世紀の後半 卑弥呼の時代 中国の史書「魏志 東夷伝」には「国出鉄、韓、濊、倭皆從取之。諸市買皆用鉄、如中國

用貨、又以供給二郡(国、鉄を出す。韓、濊、倭 皆従がいて之を取る。貨幣がわりにも鉄を用いる、また以て二郡に供

給す)」と記され、また、「魏志倭人伝の対馬や壱岐」の記事には「「南北市糴(朝鮮半島や日本各地と交易する)」 と記さ

れている。 

 



 

 

 弥生の終り 日本の国づくりが始まる頃 朝鮮半島と北部九州・日本各地との交流が盛んになる頃 北部九州の玄界灘 

周辺には航海術に秀でた「海人」の集団がいて、朝鮮半島・大陸と日本各地を結ぶ交易を生業とする人たちがいて、その人

たちが担う交易によって、数々の文物・技術・渡来人が日本にやってきて、その後の日本の国づくりの原動力になったとい

う。 

この時代 大陸や朝鮮半島は戦乱の時代であり、日本列島でも北部九州や日本各地に興った国がそれぞれ、力を増し、そし

て大和王権に集約されていく過程 言い換えれば、弥生の戦のあと日本統一へ「日本誕生」前夜の混乱の時代と言える。 

この時代 大陸・朝鮮半島と日本との交流の中心には「朝鮮半島の鉄素材」があったといわれ、北部九州に握られていた朝

鮮半島の鉄素材の交易支配から脱し、このルート支配を目指した連合が邪馬台国連合(初期大和王権連合)だったとも言われ

ている。 

周囲を海に囲まれた日本では、このような日本列島を巡る交易ネットワークは縄時代からすでに形成されていたといわれ、 

数多くの集団が文物・技術を伝え、交流してきたといわれるが、この時代九州北部沿岸を本拠地として、これら朝鮮半島・大

陸との交易・交渉に大きな役割を演じた「海人」の集団として「安曇族」や「宗像族」があり、日本黎明期から古代 日本各

地で活躍したといわれ、そんな人たちの痕跡が日本各地に残っている。 

「安曇族」の集団の本拠地「志賀島」の「志賀」「安曇」をキーワードとして地名を検索し、日本各地に残る関連地を探った

インターネット掲載例を下記に記した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

「アズミ」「シガ」の音で調べられた 

安曇族関連地 検索例 
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≪ プレゼンの内容 ≫ 

 

【 プレゼン ベース資料 】 

          和鉄の道・Iron Road   製鉄関連遺跡探訪  Data Base   全リスト 

◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/ironalllist.htm 

 1. 「和鉄の道・Iron Road」  北近江 安曇川・マキノ  雪の山郷 Country walk         5iron01.pdf 
2. 「和鉄の道・Iron Road」 南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」          11iron08.pdf  

3. 「和鉄の道・Iron Road」 卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の「若狭街道」   
大陸・朝鮮半島の鉄をむ求めて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねて      8iron09.pdf 

4. 「和鉄の道・Iron Road」 古墳時代朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる         11iron10.pdf 

5. 「和鉄の道・Iron Road」 愛媛大・今治市共同シンポジュウム 

「鉄 と古代国家 今治に刻まれた鉄の歴史」           6iron15.pdf 

        6. 「和鉄の道・Iron Road」 古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術         7iron03.pdf 

        7. 「和鉄の道・Iron Road」 北近江 古橋製鉄遺跡(2005夏 青春18きっぷ 普通電車日帰りWalk)   5iron13.pdf 

        8. 「和鉄の道・Iron Road」 無手勝流で 鉄をキーワードに 弥生から邪馬台国・大和王権への変遷を整理 

2010 年秋 関西各地の博物館特別展とシンポジュウム & 連続講演会 聴講まとめ             10iron13.pdf    



 

  

  

  

  



  

  

  

  

 



  

  

  

  



  

  

  

  

 



  

  

  

  
 



  

  

  

  

 



  

  

  

  

 



  

  

 

 



  

  

  

  

 



  

   

  

  

 



  

 

  





  

  

  

  



  

 

 

   



 

 

 

 



 

 

  



 

  

 

 

 


